
　
今
年
の
四
月
一
日
か
ら
、
津
井

小
学
校
（
児
童
数
六
十
五
人
）
、

丸
山
小
（
同
五
十
二
人
）
、
伊
加

利
小
（
同
二
十
九
人
）
、
阿
那
賀

小
（
同
三
十
四
人
）
の
四
校
が
統

合
し
、
辰
美
小
学
校
に
な
り
ま
す
。 

　
阿
那
賀
小
学
校
で
は
、
一
月
二

十
九
日
、
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
地

域
の
人
や
卒
業
生
ら
約
二
百
人
が

詰
め
か
け
ま
し
た
。 

　
午
前
に
は
、
小
学
生
の
学
習
発

表
会
と
し
て
児
童
ら
に
よ
る
劇
、

昔
話
「
あ
な
が
の
た
ぬ
き
」
や
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
阿
那
賀
Ｘ
〜
旧
阿
那

賀
小
学
校
の
歴
史
を
探
れ
〜
」
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
涙
や
笑

い
を
誘
う
発
表
に
、
場
内
か
ら
は

大
き
な
拍
手
喝
采
が
送
ら
れ
ま
し

た
。 

　
午
後
か
ら
は
、
同
校
卒
業
生
の

俳
優
・
山
口
崇
さ
ん
を
招
い
て
、

講
演
『
故
郷
は
永
遠
な
り
』
と
題

し
て
講
演
が
行
わ
れ
、
思
い
出
を

話
し
、
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。 

　
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
観
光
客
に

市
の
観
光
地
を
紹
介
し
た
「
南
あ

わ
じ
市
観
光
マ
ッ
プ
」
を
作
製
し

ま
し
た
。 

　
同
冊
子
は
昨
年
十
二
月
か
ら
編

集
に
取
り
掛
か
り
、
一
月
末
に
完

成
。
Ａ
４
判
四
ペ
ー
ジ
で
見
や
す

く
使
い
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

　
表
紙
で
は
う
ず
潮
と
慶
野
松
原
、

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
、
コ
ア
ラ
、
淡

路
ふ
れ
あ
い
公
園
な
ど
の
代
表
的

な
観
光
資
源
を
写
真
掲
載
。
見
開

き
で
は
市
内
の
地
図
を
載
せ
て
、

温
泉
や
七
福
神
、
主
な
観
光
施
設

な
ど
二
十
七
か
所
を
イ
ラ
ス
ト
と

案
内
文
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
裏
面
に
は
市
内
へ
の
ア
ク
セ

ス
方
法
や
、
観
光
施
設
や
温
泉
施

設
、
海
水
浴
場
な
ど
の
営
業
時
間

や
入
館
料
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
二
月
上
旬
か
ら
市
内
の
観
光
施

設
や
各
庁
舎
、
観
光
協
会
案
内
所

に
置
か
れ
、
島
内
外
の
方
々
へ
配

布
し
て
い
ま
す
。 
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▼
市
内
の
各
所
を
紹
介
す
る 

　
「
南
あ
わ
じ
市
観
光
マ
ッ
プ
」 

▼
地
区
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能 

　
「
傘
踊
り
」
を
披
露
す
る
児
童 

阿
那
賀
小
学
校
で
閉
校
式 

西
淡
４
小
学
校 

統
合
間
近 

　
老
人
や
身
体
障
害
者
な
ど
に
や

さ
し
い
庁
舎
を
目
指
し
、
西
淡
第

二
庁
舎
で
整
備
を
進
め
て
い
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
と
身
障
者
用
ト
イ
レ

が
一
月
三
十
一
日
に
完
成
し
ま
し

た
。 

　
同
庁
舎
は
旧
西
淡
町
民
セ
ン
タ

ー
で
西
淡
公
民
館
と
連
結
。
以
前

か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
要
望
が
多

く
、
昨
年
十
一
月
十
六
日
か
ら
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備
と
、
そ
れ
に

あ
わ
せ
て
身
障
者
用
ト
イ
レ
の
整

備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
十
一
人
乗
り

で
三
階
ま
で
。
二
階
に
公
民
館
へ

の
ス
ロ
ー
プ
が
設
け
ら
れ
、
車
椅

子
の
方
も
安
心
し
て
催
し
物
を
観

覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
身
障
者
用
ト
イ
レ
は
男
女
兼
用

で
一
階
に
設
置
。
蛍
光
灯
と
手
洗

い
は
感
知
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
利
用
者
か
ら
は
、
「
こ
れ
か
ら

は
気
軽
に
催
し
物
を
見
に
来
れ
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

  

　
平
成
十
六
年
分
所
得
税
の
確
定

申
告
の
受
付
は
、
三
月
十
五
日
（
火
）

ま
で
で
す
。
期
限
間
近
と
な
り
ま

す
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
保

険
料
控
除
証
明
書
や
源
泉
徴
収
票
、

事
業
の
収
支
内
訳
書
な
ど
の
必
要

書
類
を
添
え
て
、
早
め
に
申
告
し

ま
し
ょ
う
。
申
告
相
談
会
場
は
、

広
報
二
月
号
と
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

   

　
税
金
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
り
、

納
付
す
る
期
日
も
異
な
っ
て
い
ま

す
。
家
族
の
方
の
名
義
分
を
含
め

て
、
税
金
の
納
め
忘
れ
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。
今
一
度
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
さ
れ
な

い
場
合
は
、
督
促
状
を
自
宅
に
発

送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
れ
で
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

滞
納
処
分
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。 

　
諸
事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
は
、
滞
納
の
ま
ま
に

せ
ず
、
税
務
課
徴
収
係
と
納
付
方

法
に
つ
い
て
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
長
期
間
滞
納
の
ま
ま
放
っ
て
お

く
と
、
納
期
内
に
納
め
ら
れ
て
い

る
人
と
の
公
平
性
を
欠
く
事
に
な

り
ま
す
の
で
、
法
に
基
づ
き
差
し

押
さ
え
、
財
産
の
公
売
等
を
行
い
、

市
税
に
充
て
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

▼
西
淡
第
二
庁
舎
に
設
置
さ
れ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
身
障
者
用
ト
イ
レ
を
設
置 

西
淡
第
二
庁
舎
が 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に 

う
ず
潮
・
慶
野
松
原
な
ど
の
名
所
が
満
載 

４
月
か
ら
口
座
振
替
早
収
割
引
（
早
割
）
が
ス
タ
ー
ト 

南
あ
わ
じ
市
観
光 

マ
ッ
プ
を
作
製 

国
民
年
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

　３月１日の保険証更新にともない、次の保険証等をお持
ちの方へ２月末日までに、郵送により新市の保険証等をお
届けいたしました。 
▼国民健康保険 
　国民健康保険証（短期証・資格証明証を含む）、 
　高齢受給者証、限度額適用・標準負担額減額認定証、 
　標準負担額減額認定証、特定疾病療養受療証 
▼老人保健 
　老人医療受給者証、限度額適用・標準負担額減額認 
　定証、特定疾病受療証 
▼福祉医療 
　老人医療費受給者証、障害者医療費受給者証、 
　乳幼児医療費受給者証、母子家庭等医療費受給者証 
▼介護保険 
　介護保険証 
 
　これらの保険証等は、南あわじ市として新たに発行して
おりますので、当然、皆さまの被保険者番号（保険証番号）
全てが旧町の番号から新番号に変更されています。３月１
日からの受診等の際には、必ず新しい保険証を医療機関等
の窓口に提示してください。 
　万一、保険証等が届いていない場合は、下記までお問い
合わせください。特に国民健康保険の保険証については、
受領印を必要とする配達記録で送付していますので、不在
の場合は届いていない時もあります。これは、身分証明と
しての効力をもつ大切な保険証を換金等の事故から守る安
全対策ですのでご了承願います。 
　旧町発行の保険証等は各庁舎総合窓口センター・連絡所・
出張所にお返しいただきますようお願いします。なお、介
護保険証は返却の必要はありません。 
▽問い合わせ　保険課　☎44－3003

所
得
税
・
市
県
民
税
の
確
定
申
告

忘れず 
お早めに 

税務課 
☎43-5022

医療福祉一口メモ

南あわじ市国民健康保険被保険者証（保険証）、
介護保険被保険者証などが３月１日から新し
くなります 

税
金
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

所
得
税
の
確
定
申
告

市  

政  

ひ  

ろ  

ば

４ 
広報 

定額保険料（1年分） 

162,960円 
（13,580円×12か月） 

1年前納（現金納付） 1年前納（口座振替利用） 

160,070円 159,540円 

○1年分を前納（口座振替利用）した場合 

定額保険料（6か月分） 

81,480円 
（13,580円×6か月） 

6か月前納（現金納付） 6か月前納（口座振替利用） 

80,820円 80,550円 

○6か月分を前納（口座振替利用）した場合 

定額保険料（1か月分） 

13,580円 

毎月納付 
（当月末振替による早割） 

13,540円 

○1か月分を口座振替の毎月納付（当月末振替による早割）にした場合 

割引額 平成17年度保険料（月額13,580円） 1年あたり 
3,420円お得！ 

6か月あたり 
930円お得！ 

月々40円お得！ 

※現金納付には1か月の 
　早割はありません。 

　
口
座
振
替
を
利
用
し
、
毎
月
の
保
険
料
を
納
付
期
限
よ
り
一
か
月
早
く

納
め
る
と
、
保
険
料
が
割
引
に
な
る
口
座
振
替
早
収
割
引
制
度(

早
割)

が

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

　
そ
れ
に
伴
い
、
一
年
分
・
六
か
月
分
保
険
料
を
前
も
っ
て
納
め
る
前
納

に
つ
い
て
も
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
現
金
で
前
納
す
る
よ
り
も
さ
ら

に
割
引
に
な
り
ま
す
。 

 

▽
申
込
み
方
法 

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
（
以
下
申
出

書
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
口
座
振
替
希
望
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
、

ま
た
は
社
会
保
険
事

務
所
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
申
出
書
は

金
融
機
関
、
郵
便
局
、

社
会
保
険
事
務
所
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
）
。 

▽
申
込
み
に
必
要
な

も
の 

　
預
（
貯
）
金
通
帳
、

預
（
貯
）
金
通
帳
届

出
印
、
国
民
年
金
保

険
料
納
付
案
内
書
ま

た
は
年
金
手
帳 

▽
問
い
合
わ
せ
　
明

石
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
７
８
・
９
１

２
・
４
９
１
６ 

確定申告は

まで！

3月15日（火）


